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　1995年 8 月、第21回OMEP 世 界大会が横浜で 開催 され 、 参 加者 の 中に 開発途上 国 の 保育

者 も多 く、 有意義な国際交流 をもつ こ とが で きた 。
い くつ か の 開発途上 国の 方々 か ら 「自

分 の 国の 保 育 ・教育課程 は、母 国の 保 育者 の 実践 に よ っ て創 造 しな けれ ばな らない
。 今 ま

で 外国か らも多 くを学ん で きたが、 自 ら探 り自分 の 国の もの を創 りだ した。 」 と発表が あっ

た 。 戦 後 50年、 日本 の 幼 児教育 も同様 な努 力を重ね て きたこ とを思 い 起 し、 私達 は心 か ら

共感 を もっ た 。 ま た、他 の い くつ か の 開発途上 国の 保育者 の 方々 か らは 「自分 の 国で は幼

児教育の 必要が 高ま っ て い る 。 しか し資金や専 門指導の 人材 が 乏 しい 。 OMEP ある い は 日

本 に協力 を願 えない か 」 とい う発 言が あ っ た 。 保 育環境 ・保 育人材 に恵 まれ た 日本 の 状 況

と を比較 して 強 く関心 を もっ た 。 開発途上 国 に 幼児教 育 が 広が ろ う と して い る こ の 時期 に 、

保育に よ る国際協力 に つ い て 考え、 実践 に 移 して い きたい もの で あ る 。

　今回の シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 この 十数年、 開発途上国で 保育活動 を行 っ て きた 青年海外 協

力隊や幼 い 難民 を考 える会な どの 国際ボ ラ ン テ ィ ア に よる経験、途上 国研修生 の 育成等 に

つ い て話題提供 し、 保育実践 に よ る国際協力の 意義や在 り方 に つ い て考 えた L 

　視点 と して

　 ・開発途上 国の 子供 た ちの よ り よい 育 ちの ため に は

　 ・その 国、 そ の 地 域の 人 々 が 自立 し 「保育」 をすすめて い くに は

　 ・国や 民族の 文化 ・教育観 を尊重 しなが ら、幼児期の 発達 に合 う保育 を進め るに は

　 ・ 養成校 に お け る開発途上 国研修生 受け入 れ の 課題 と学生 ・幼児 の 国際 理解教育は

　 ・保育者 ・ 研 究者 と して 国際協力の 体験か ら学ん だ もの は　 　　　 　　　 　　　 な ど

　指定討論 と して 、 世界の 幼児 教育の 動 き、 開発途上 国の 幼 児教育へ の ニ
ーズ を視野 に い

れなが ら、保育に よる国際交流 ・国際協力の 課題 を問 い 直 し話合 い を深 め たい 。 フ ロ ア ー

も交 えて 率直な討論 を展 開 した い と考 え て い る 。
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